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This study is that interaction process analysis between speech and language disability children 

and theirs mother and therapist. It guide to the following considerations. 

Adult must read and make the meaning that communication volition of verbal and non-

verbal performance by child， for interaction is come into eistence between child and adult. 

Children are the early stage of verbal aquisition who get to communication the aspect of 

action， and the communcation indication the function of communication is better than the 

verbal cummunication. 

The Wetherby's assessment is effective for autistic children. 

問題

ことばは，ヒトを人間たらしめる行動であるが，どのようにしてことばが話せるようになるだろうか.この間

いは半世紀，研究者の注目するところであり，特に発達心理学者達はそれぞれ何がしかの言語発達に関する知見

を提供してきた.その中でも， Chomsky(1965)らの生成文法理論の出現は，後にことばとことばの関係からな

る文の構造を扱う統語論やことばと物の関係を扱う意味論の研究を深化させるきっかけとなり，今日の言語発達

研究の強力な推進力になったと言えよう.

この理論による言語能力 (competence)の研究は「伝統的な記号研究の3分野，あるいは，構造言語学のスト

ラテジにもとづいて，意味および統語構造と意味との関係(土屋， 1991) Jで行われており，言語というのはまず

生得的能力を深層構造 (deepstructure)に持ち，このシステムが中心となって文が作られていくとしづ考えで

あった. 1960年代ではこれが言語学の主要な動向であった.

さらに，生成文法理論から発展した生成意味論派は，言語研究の基礎は意味論 (semantics)を中心においた研

究を進めていった.しかし同じことばを使っても環境や文脈 (context)によってその意味が変わることから，

意味論だけでは理論が成り立たなくなってしまった.また，この理論は「意味と意志伝達との聞の，また意味と

発話行為との聞の関係を看過している」と Sear1e(1974)が指摘するように，普遍的な言語能力に焦点を当てた研

究であったため言語能力は社会的，背景的環境の中で発現して言語活動が営まれる様子そのものを研究する「語

用論J(pragmatics)とは意見を異にした.

意味論での矛盾を解決すべく生まれた語用論は， 1970年代に入り Stalnakerにより 2つの大きな部門に分け

られた.ひとつは「形式意味論」と呼ばれるもので，言語の使用場面を参照した意味論を厳密に構成することが試

みられた. (Lemon. E. J.. Kaplan. D.. Scott. D.. Montague. R.. Thomason. R.)もう一方は.r言
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語行為理論jと呼ばれるもので言語を使用する擦には，言語的な意味だけでなく，話し手と開き手の思考過程も

意味の理解の必須の要素と考えるインプリカチュア理論も含まれている.これはAustin(1962)が提唱したもの

り，発話行為，発話内行為，発話媒介行為とレう 3つの行為を定義

してその相互関係を明らかにした.さらにこの理論を Searle(1969)が進めてf発話行為論J(speech act theory) 

として確立した‘その理論では，例えば 3時頃来客がありその客が手土立をに菓子籍を持ってきたとする.子ど

もは客が帰った後母親に「この箱に向が入っているの?Jというく発話行為>を行ったとき，この状況で、のく発話

内行為〉は「このお菓子ちょうだしづとしづ要講の意関を含んでいる，そして母親がこのく発話内行為〉に対して

「おやつの時期にしょうねjと言ってこの菓子を子どもに与えると<発話蝶介行為>が有われたことになる.しか

し子どものく発話行為>に対して「クッキーよ」としか母親が応えなければ，これは意味論で扱う命題行為とな

り， Searleの理論の中では使われていなし、.

Austinの理論は言語学のみ長らず，言語発達研究にも波及し，近年， Halliday(1975)や Dore(1975)， 

Bruner (1978) ， Bates (1972)らにより，語用論の観点から乳幼克期の言語発達の研究が行われている.この見地

では，どのような文脈や場面でどのような議の襲用をするか，それが苫語獲得前の京言語 (proto-language)と

呼ばれる音声であっても，それらを鰐べることで乳児の伝達意留を把握しようとしたものである.

この語用論的観点は言語発達研究や言語樟害研究にも導入され，一語文以誕の前言語的伝達行動にも焦点が当

てられかけている.この観点は，言語獲得は人との相互作用を通じと行うとされ，言語麓得過程において大人の

関わりにも重要な役割を担っていると目合向けられている.臨床研究でもこの観点からの評髄や治療方法が用い

られている.

子どもの言語の意味的内容や認知的基礎を謂べるとき，会話の文脈によって影響を受け，言語がその場面や状

況によって異なった機能をするといったように，文艇の量三響を考慮した語用論的アプローチが必要となる.例え

ばコミュニニケーションということを考えてLべ場合に，それがコミュニケーションとして成立するにはまず読み

手効巣段階がある.乳児がまだコミュニケーションの意簡を持って手段としての動作をしたり泣いたりするので

はなく，動作なしている段階で，読み手がそれ合お騒が減ったから泣いているのだろうという，その泣き方に空

襲と言うことを読み取って意味をつけ， ミノレグを与える.こういった，最初のコミュニケ…シ 3 ン段踏というの

は読み手効果段階で，相手が読み教ってくれるために，そこにコミュニケーションの効果が生ずる段階と言え

る.子どもは，まだ意菌を持っておらず，伺も自分からシグナノレを出したわけではないが，大人がそれを読み

取って，それ記応じた仔動をしてくれるから，結果的tこはそれがシグナルの役欝を果たすことになる. Austin 

はこのような評館方法を発話行為アプローチと呼んで丸、る.

このような語用論的アプローチには，社会学における会話の分析方法や心理学における母子相互作用の研究方

詮，言語心理学における健常児への言語インプットの研究などから導かれた相互作用的アプローチ (interaction-

al approach)と，会話の文脈の観点から言語を調べようとする eventfocus approachの2つの流れが為る(問

中， 1989). この2つのアプロ…チを尉々の観点として分析されたものはいくつか見られるが 2つの観点から

1つの対象を分析したものはまだ見られない，

そこで，今後の言語発達研究のひとつとして，母子聞の日常の出来事の知識がフォーマットからスクリプトヘ

発展さぜるためのアブローチが，この 2つの読点からの分析が必要と考えられる，

自的

Nelson (1985)によれば，乳幼児は l議前後にはすでに行為としてスクリプトを持っており 3戒を過ぎる頃

にはかなり詳細で‘秩序だったスクリプトの言語化が可能であると報告されている.それを参考に就学前の言語発

達運捧見と大人との相互作用過程を言語行動の語用論的機能に藤田し相互作用の役割交替，大人の儲きかけの

効果(相互作用的アプローチ)と，ブォ…マット，スクリブト (eventfocus approach)を分析することによって

子どものコミュニケーション能力の発達及びその馬辺額域の発達の諸鱒面との関連を検討する.

なお，本論文は相互作用的アヅローチを中心に報告し次巻ではeventfocus approachを中心に報告する.

また，本新究では言語発達運滞児とはコミ品ニケーションの手段に梗用する言語に発達の選れが克られるもの

と考え，精神発達遅滞児と自閉症児を，大人は母親とセラピストを分析対象とし，その違いを比較験討する.
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言語発達遅滞児におけるコミュニケーション能力について(1)

方法

1.対象児及び対象者

対象児は自閉症児 1名を含む精神発達遅滞児3名，対象者はその母親及びセラピストである.以下に対象児の

生育の状態の概要を記する.

N児(男児:精神発達遅滞児)

周産期には特に異常はなく満期正常分娩.生下時体重2560g

始歩 1歳 3カ月 生後 1年までの発達は正常.始語は 1歳 6

カ月から 2歳の聞に「アーチャンJIパパ」等があった.聴力も脳

波も異常は認められないが，保健所の 3歳児健診で言語発達遅

滞と言われる.

S児(男児:精神発達遅滞児)

Table 1. Tsumori and Inage development 

assessment for children 

CA 運動 探索操作 社会 生活習慣理解言語

N児 5:0 5:0 3:0 3:0 4:6 1 :9 

S児 5:10 3・6 2:6 2:6 2:0 3・0
R児 2:10 3・0 2:0 0:11 1・9 0・11

周産期には特に異常はなく満期正常分娩.生下時体重2880g 始歩 1歳6カ月 始語2歳6カ月 ことばの遅

れに一番初めに気づいたのは祖父で、あり，初回の相談に訪れたのも祖父であった.本児は第一子であり，周囲の

大人から非常にかわいがられて生育しており，保育所では自分で食事を取ることができるにも関わらず，家庭で

は母親もしくは父親が食べ物を口に運んでやるといったことが初回面接時ではあった.母親が何でも先回りして

子どもの世話をやいているとし、う傾向が見られた.

R児(男児:自閉症児)

周産期には特に異常はなく満期正常分娩.生下時体重3040g.始歩 1歳2カ月 乳幼児期より人への感心は

薄くおとなしかったが，母親に抱かれると視線が合いよく笑った. 10カ月ごろより母親の働きかけに対してあ

まり反応を示さなくなる. 1歳過ぎに晴語が現れ歳3カ月ごろ「マンマJIブーブー」を言うようになるが，

それらのことばが2歳頃から消失し，その後「ネンネJ(寝る)， IダイダイJ(要求するとき)， Iイヤー」の発語が不

明瞭ではあるが出現している.物に関して，水，砂，整然と並んだ数字やアルファベット，キャスターに執着し

やすい.

2.手続き

(1)観察の方法

①観察期間

期間は6カ月週間に 1固ないしは2週間に 1回観察した.初回観察を除いて初めの月から 2カ月目を

第I期 3カ月白から 4カ月目を第E期 5カ月白から 6カ月目を第E期とする.

②観察場所・場面設定

プレイルームにおいて，対象児は用意されている玩具は自由に使って遊ぶことができる.また，母親に

は，対象児が用意した玩具に興味を示さない場合は対象児の自由に任せてよいことと，できるだけ禁止をす

ることのないようにした自由遊びをしてよいということを前もって説明しておく.なお，母親にはセラピー

後必要に応じて対象児との相互作用が促せるように指導する.

③観察手続き

1セッ¥ンョン対象児と母親が30分，もう 1セッションを対象児とセラピストが30分ずつ関わり日 2

セッション 60分行う.それを VTRで録画する.

なお，対象児に母親が前半関わったセッションの次の日のセッションは，前半をセラピストが，後半を母

親というように，関わる対象者の順番を交替した.

(2)分析方法

VTRで録画されたものは，対象児と対象者の相互作用を分析するためにセラピー開始 10分後から 50の伝達

行為のトランスクリプトを作成する.そして，さらに両者の関係を明確にするために，これをもとに以下の分析

を行う.

①対象児と対象者の相互作用はどのように進行しているのかを明らかにするために，文脈的に連続する 50の

伝達行為を実線もしくは破線で結び (Table 2)他者にインパクトかあったか否かを矢印を付けて示し，
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トランスクリブトを作成する. 1つの話連行為は，対象児 Table 2. The marks in transcript 

もしくは対象者は，能者や物との相互作用を開始したと

きに始まり，対象鬼もしくは対象者の注意の焦点が移行

L，あるいは順番が交替したときに終了する動作・発声・

発詣であるとする.各法違行為は強立して記述され，合

わせてそのf伝達行為の先行事象と後述事象も記述する

なお，対象児の発声が誤膏であれば移正して再生表記 Table 3. The aspects of communication 

せどする.

争相互作用は，どの様な行為で誌遣されているかを 5種類に

分類する.動作と発声または発謡が同時，継時的に生起

する場合は，接合伝達行為と見なし 1つの法違行為として扱う (Table3) 

らしあわぜて， Wetherby & Prutting (1984)の15の伝達機

能のカテゴリーを参考にし，反応、的機能を加え括的伝達機能のカテゴリーに分類する.また，法違機能の

カテゴリーに分類されたものを環境的結果事象を導く

満たす反応 RO，RA，PR)と社会的結巣事象を導く相互作用的行為(社会的相互作用的行為;他者を巻き込

んで自分自身に注意を集中させる言語・非言語的反応 RS，RP， RI， AO， S， C， R)とに分類L，Wetherby & 

Prutting，佐竹・小林(1988，1989，1990)が示す自閉症児の結果と比較・検討する.

Table 4. Definitions of communication functional category 

Category Definitions 

紛;友作用約機能;

物の望書2較的機意芸 (RO) 手にL、れ、ものを後者に奏家するための重力作

request objet 物や他殺に話しかけて反応、を待つ

行為の要求自号機能{在A) ある行為(緩革命など)の実行を他殺に命令するための重油i'r議声
re可uestactton 物や他表に訴しかけて反応す待つ

手士会的ノレーチング〉望書家約機自在(京S) 今…ム約たやり取りを葬者総・織ををすることさどま担者二命令するための動作・発声 発活

request social routine 物や絞殺に訴しかで反応司会終..)

許可の要求的機能{まP) 為る?活動を行うために他者めよ午可毛主求めるための動{下 手発言語.

request permission 他潟に認しかけて段むな待つ

f寄事設の要要求約機能 (RI) 薬物についての憐絡を悠翁に主主めるための動作翁 発育語{行為を引き泌すWh撃をF"'，dをむ)
詑守U出tinformation 舎や他殺に話しかけて反応;な待つ

抗議義，}穏喜子約機後 (P設) 他者の緩いj卦けをffj書記した守，提示された絡を短絡したり，先行グヲ伝遂行動に対寸る持:漆釣な遺書作

protest 物や後者tこしかけて反応を待つ

友妻子謙三R約機総 (AO) itP.義的主主震を自分に持lけさせるための動作 議議

ackowledgement of other 物や他j警におしかけて反応な持つ今後者に務しかけて反応な待

三塁l-tおし 務室し機能 (S]

治oum事<-()ff

1毒事長吉号機書官 (C) 
comment 

!立約機能没)

response 

非級王E約機能，
送行自号機能 (SR)

self-regulatory 

滋只ぷ3機能(L)

lagel 

f活動tこffぅお (Pl
performative 

exclamtory 

霊安f品約機能 (RE)

reactlve 

(NFl 

nonfOCllsed 

1鈎殺のi主;墜を自分;こ向けさせるために，物を{患者に慈し滋した')5主投たり寸ることな含動作 発子銭、発言語
虫色素に訴しかけて筏』と:をど絞っ

他者の主主主ど著毒物与けさサたり， 1曹幸授を総長r'ニ伝えよこりするための動作、発戸 発泌
物や他殺をこ話しかけて阪応、合待つ

絡ミFによ円て引き社iされたf青幸震にす解の窓尽を与えたり，先行内在;主主行動に対するえ罪認を事えるための動作
発言語 物や他者に しかけて反応を待つ

fヨ分自身内i望動的活動を宗総約tこぶすための発j寄

般若雪iこは話しかけなレが，物や害事費I!iこは話しかけ，反応、女持たなレ

*物を?制定し分自身め物湾主的，心主担金守ιード女満足{それに自分の注意な室長中)さ殺るための動作。発F苦 手塁務‘

後者にじ訴しかけないが，寺普や豪雪量iこは話しかけ，反応;を待たなレ，

物を苅いてj運動約活動を行う際iこ綾lJjされる習慣イヒー機1¥1とされた発〆
飽海tこは絡しかけないが，物や奪事象』こは認しかけ省反応令待ずこない

事象や場liHこ対する主義f書約反応を・表出する動作 発声器 4 発滋(務き， ~喜びなどな合 trl

伝迫撃窓l況がな〈主主者のことiませど繰り返したり，物や人tJ:発する長お2こ主tLて反射的に産lJjずる発戸おー
他迄すこは話しかけないが，争ちゃ身徐の分に言語しかけ，反応、を待たない

L 、会4なる寺普や人tこも書長中していなレにも長選わらす左目jされる発声ー発言喜a また，自分際Jきのみの潔擦を露日後ずる議事作、

物や人にしかけず，反応せ寺まこなし弓
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言語発達避難史におけるコミュニケ…ション能力拡ついて (1) 

結果と考察

1.伝達的行為

対象児と対象者の椋互作患をトランスクリプトに記録し，樹笈作患の成立・未成立を分新した結果， Table 5 

のとおりである.

①相互作用の成立

まず，大人の読み敢りについ

て読点、をおいてみると N児

は，対象党の中でI期から大人

くしてい

る.N児からの意閥的伝達は，

I擦において母親に対してもセ

ピスト ζ対しても差が無い.

m期においては，母親に対して
はI期と余り変化は2まいが，セ

ラピストに対しては増加してい

る.また N児に対する大人

の応答性はI期においては，セ

宝able5. The interaction in communication between children and adult 

子どもから母親 子どもからセラピスト 母豪華から子ども セラピストから子ども

I葉書 亙葉書 滋芸書 I期 豆英語 滋葉書 I郷豆類翠葉書 I期 宜期 m薬草

N-'M 43 41 43 N->-T 42 32 50 私書ゅN 43 35 41 T→?ぜ 28 27 46 
N-M z 3 2 N-T 3 4 。為4…お 14 6 T-N 22 21 4 
N..>M 3 4 5 N.決T 14 。M会"N 。。τ>N 母 l 。
N...M 2 2 。N...T 2 9 。M.‘N 1 3 T.・.N Q 1 Q 

S→M 18 13 24 $ゅT 32 35 43 M+ーS 23 18 21 T->-S 27 28 40 
S-M 13 10 空 S-T 4 5 M-S 20 27 20 T-S 21 22 E 
S..>M 11 2 s信タT 15 10 1 M.，..S 3 T.決$ 。。。
S."M 10 16 15 5 ・T 2 2 M...S 吾 4 6 T‘'S z 。2 
R→M 4 3 3 昆;+T 17 12 M+訣 16 12 15 M ..... T 12 21 11 
R-M 5 1 R-T 。5 9 M-R 24 26 31 M-T 32 2空 39
R悶>M 21 22 36 R谷T 34 18 38 M 炉R 。告 容 M."'T 。e § 
R...M 24 20 10 R牟首T 16 10 合 M 今R 10 12 ヰ M...T 2 。9 

N...N児 S...S~忠良 R児 M...それぞれの対象児のf量殺すーセラピスト

ラピストよりも母親の方がやや多く相烹待薄が成立しているが，謹期においては母親よりセラピストの方がやや

多く額五持用が成立している.対象児の母親3入り中で N克の母親拭Z期からセラピストと応答性にあまり

差が無いということから，センシティピティーの言語さが窺われる.

S児は 1賠におし、て意図的法瀧が蒋親に対してよりもセラピストに対しての方がやや多くしているが，班期

になるとその差がさらにひろがり，母義主こ対しても I期に比べれば場加しているもののセラピストの方がかなり

増加している.そして，大人の応答性はI期から母親とセラピストtこかなり幾がみられ，それは，班期まで続い

ている.セラピストの N児と S史の応答性をど比較してみると，さほどったきな差はみられないが，母親の応容性

を比較すると差がある.このことから s児の母親にはS史との相Ii作用を箆すための指導が必要である.
R定は，対象克3入の中でも最も意、関的伝達が少なく 1揺において意図的伝議がセラゼストに対しては全く

されておらず，母親に対しても少しあるくらいである.しかし，母競よりセラピストの方が額五作用が成立して

いる. TI撲になると R児からの撃額的伝達はゼラピストに対してかなり増加しているが，セラピストの応答性

誌 I期とあまり義はない.これはま克のコミ品ニケーシ蕊ン能力の向上が窺われる.しかし， m期になると R
児からの意図的伝達は豆類に比べて母親に対してもセラピストに対しても減少しているが，大人の応答牲は母親

もセラゼストも向上している，艮児において拭大人の多少の応答往が向上しでも，または応答性が低下しても，

R児島身の意留的伝達には大きく影響しないようである.これは自閉症児の指導の難しさを示饗する.

次に，対象児の読み取りに視点をおいてみると，対象克3人共に大人が意鴎的法違をしていないが大人の行動

民意味付けをして反応するというものは， S)患において少し畿られる程度でほとんど或立していない.しかし，

大人からの意関的保連立どの母親もセラピストも大きな差はみられないが，対象児の応答性には差がみられる.

N児は 1期においてセラピストより母親に対しての方が多く相互伸舟が或立している.しかし盟期にな

ると I期の母親とに対してよりセラぜストに対してのガが相互作用の成立が少しではあるが増えており N児

のコミ品ニケーション能力の向上が観られる.

s克拭 1期において母親に対しでもセラピストに対してもほぼ同じくらいの相互昨痛が成立しているが，車
期になると母親に対してよりもセラピストの対しての方がか金り多く相互作患が成立している. s児において
もコミュニケーシ澄ン能力の向上がみられる.

哀史においては，豆類のセラピストに対しての相互作用がやや多く成立したのを除~， I.TI.m期を通してまま

とんど程互作用の成立には楚がなく， R児のコミュニケ…ション能力の変北がこの点では観られなかった.
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対象児もしく拭大人の技意の焦点が移打し，順番が交番したにも関わらず意罰的法違をせず，そして読み手側

もそれに反応しなかったものに複点をおいてみる.

N児広おいては，器親であってもセラピストであっても相互作用が多く成立していたので，当然、のことなが

ら1. rr .環器を通して未成立は3i売の中で最も少ない.
SJ乏においては，母親とにおいての方がセラピストにおいてよりも結五作用の未成立が多い.その原因として

法，相互作用の額番としてはS児が開始もしくは継続するはずだったものが意盤的伝達をどせず，その読み手の

母親がそれに反応をしなかったことにある.

R 見詰， 1期で母親とにおいてとセラピストにおいてとは差は為るものの相互作揺の未成立が多い.これが豆・

百期になると母親とにおいてもセラピストとにおし、ても来成立が減少していっている，その震臨は， S"誌の例
と同じように，相互作用の鱗番としては R児が錦絵もしくは継続するはずのものが意鴎的伝達をせず，そして

読み手の大人がそれに反応しなかったことにある.しかし， rr.理期になると読み手の大人がそれに反応するこ
とが増加したため，相五作用の来成立が減少したといえよう.

3事前を通して，相友{乍揺の成立・未成立に関して考察されること泣，対象児側にも大人調にも起因するとい

うことである，理解・言語の未発達な対象克をど生活年齢が同じの欝常児にするように大人が意図的転達をしても，

相互昨摺はなかなか成立しιくいものがある帯しかし，対象児の言語護得辻，文法的なことばを発する前にすで
に姶まっているので、ある.子どもと大人がお互いのやり取りを察知で、きるような相互搾飛を行うことによってコ

ュニケ…トを高め，そして共者するトピックスをプレイルームから家麗へ，現実を構成するものへと展開さぜ

ていかなければならない.お互いのやり取りを察知できるような相互待用を行うためには，まず，大人の援助が

必要で、ある.大人が子どもの行為から伝達意障を読み取って島汗ることにより，子どもは指ポの意味#けの方

法，さらに泣意罰的伝連な現実にする方法，すなわち文法を習得していくことになるのであろう.

母親よりセラピストとの相互作用の成立が多い子どもは，すでに相互作用には役割交替(話し手と読み手〕があ

るということを習得しているので，母親が子どもの察知しやすい意、図伝達をすることιよって，拐互作用の成立

数が増恕すると予想、される.

2. f.伝達行為の様相

Table 6は，対象児から大人への様相5.t1Jに相互作用の或立したものと，大人から対象児への様語意誌に相互作用

の成立した数を示したものである.サンプル数が，様相により授があるので様相別で比較することの妥当性は高

いとは替えないが N党は母親に対しては動作で伝達することが多い.しかし動待と発諾を併用したものが

最も杷ヱ工作患が成立しやすい.そして，セラピストに対しては動作と発語を静用して伝達することが多く，その

謙轄で伝漉したものが最も棋五作用が成立しやすい.これは，母親に対しては非言語でも意志の疎通ができる

が，セラピストとはそういったことが 1.互期ではまだできないので発語を静指し E期になるとセラピストと

も共通の話題が増加したため，動作のみで意図伝達をしたと考えられる.

動作による話連行為が?言語出現の蔀提であり，動作が奇声言語に併用さオLる

ごく初期に隈られた過渡期的な現象と見なされる傾向があった.しかし，岡田(1989)の訴究観察から

は「言語の獲得の初期段階においては動作の投掛が直ちに減じること誌ない.場面や事態によっては音声言語に

よるよりも高次の表示能力を持つことさえめずらしくなしづと考繋しており，その他にも(山田 1982，荻野地

1983)同様の考察をしている. N 9cの研究観察も縄自らの研究と同議で，音声言語を襲得した初期段階では動

持の役割はすぐに戴少するというものでは設い.奇声言語で表現しきれない部分は動作で訟遣をしたり，むしろ

音声話語で法違するよりも動作で伝達することのほうが能者にインパクトを与える場合があると考えられる.

一方，大人は意閥的信速に用いる様相は音持言語ιよるものが多く， しかもそれな単独で用いるというよりも

動作と併用することが多い.母親の音声と動作を併用した行動は有効性が高く N党の積極的な応答を{足して

いる.また，セラピストからの発語のみの意、関的記達のi相互作用が成立しているのは，読み取り手となる N児

の理解言語の多さからいえることであろう

S児は，母親に対しでもセラピストに対しても動作で伝達することが多い. S見詰二語文が出現しているじも

関わらず動作で伝達することが多い京因として考えられることには2つある.ひとつは，母親がS兇から積様
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的な応答を待たずして行 Table 6. The interaction is brought in existence inthe acpects communication 

為を起こすため s兎
自身が行為を題こさずと

も嬬留の大人が行為を超

こしてくれるとし、う態勢

ができてしまったという

こと.もうひとつは膏声

雷語で怯達しても不明瞭

なため大人が読み取れな

いので動作で、補っていた

のが，動作で掠達する鎖

度を高めてしまった.こ

のいずれか，あるいは二

原因が間難としているの

ではなしゅ吐考察される.

母親もセラピストも意

図的伝達の相互作用に用

いる様相は動作と音声言

語を併用することが多

く，そしてそれが相互作

用の成立合高めている.

I草書 瓦葉書 m算書
N→M~ 

動作A 9/10 113 2/4 

多量意義V 212 111 

発声P 111 む11

A+V 8/15 7/10 518 

A+P 1/4 3/7 417 

M-+N/M:!::N 

動作A 519 213 2/3 

発諮V 5/14 3/17 3/17 

A 十V 13122 13/25 13/25 
S-+M/S二M

筆書作A 30/32 14/15 1711事

発言語V 111 212 717 

発声P 313 

A+V 3/3 515 8/8 

AiトP 919 20122 81皐

M→S/慌士S

動作A 7/事 吾/8 113 

発言書V 8/11 16123 16/18 

J弘司トV 27/29 13/18 24/2岳

R ..... M泳三M

動作A 115 3/3 

発言書V

発声E手

A+V 

A+P 2/3 告11

M→喪/恥往来

動作A 14129 5120 1/10 

発言語V 0/4 。13 2/15 

AゃV 3/8 7/15 12121 

I期 ][刻 盗葉書

N 争MIN:~M

5/11 5114 4118 

3/9 
。11 3/4 3/3 
3/6 3/9 

M.>NIM:~N 

115 0/3 0/3 

。/2 1/2 112 
s・.>泌IS::"M

3/5 112 4/4 

112 

112 111 

M">S/M:竺S

111 。11 0/1 
邑1I 合12

車令MI民治f

33/49 19/32 13/19 

111 

111 3/10 21126 

M-->民1M:干:畏

号17 0/9 012 

容'/1
。，11 。13 012 

I期 E翼耳 澄英語 Z期 宜翼羽 彊葉書

百十 Nゅ TINさT N歩T/N:士T

26/62 2/2 5/5 12114 718 4/5 。11
3/3 212 212 

4/11 1/1 3/3 

26/41 1皐118 18/18 吾117 213 212 

14/33 10/11 8/13 10/12 6/6 4/4 112 

10計123 

τ→NITさN T今会:>NIτ今:ラ4

1/1 1/1 。1/1 。/2
11/48 13120 24138 28/30 。/1
41178 14127 4112 14/17 

まf SゅT/S二~ S'l>T/S:マ:'f

毒事177 36/37 21/21 21/21 112 10/10 

10/10 111 皐/書

3/3 6/6 

17/18 61事 818 

39/42 7/空 5/5 717 112 4/4 

計 T-+S/T二型S T 時 /T:泡

15122 2/2 113 111 0/1 

40155 3/6 219 21122 111 

64/73 22/42 24/36 24/27 

ま十 RゅT/~ 豆・少T/R干r

69/108 事112 717 32/48 11120 24/24 

111 111 111 3/3 

27/41 718 515 212 7/8 11/11 

計 す→喪バゴR T.一>R/T:'R

20/77 113 117 。12
2123 1113 4/9 。113
22/50 11/35 16/38 10/30 

音f

30/35 

4/4 

4/，ヰ

56/58 

39/48 

ま?

2/5 

651喜望

32/56 

員十

毒事191

予/9

6/6 

14/14 

24/27 

号?

417 

27/38 

70/9宝

ます

82/111 

515 

32/34 

言十

2112 

5/35 

37/103 

S児においても大人からの2つのメディアをした併用行動がS児の磯様的な応答を導き出しており，動作が伝え

る意味をより明確にするために辞声言語で撞うことによって， s克の控意が喚起されたと考えられる.
R児の意図的法達は少なく，そして発語から I期からE窮まで母親に対してもセラピストに対しても全く出現

しなかった.発声は1I.膿期tこ出現したが，単独ではなく動作と併用したものがほとんどで，発声のみの意、霞的

缶達はII期でセラピストに対して 1度あっただけでそれ以外はみられなかった. 廷

にするという意留は非常に希薄で，欝洋での伝瀧が音声言言語よりも高次の表議龍力を麓得したと考えられる.就

学してからも表出雷撤も持たない自閉舵児がし、るが R兇もそういった額向がすで、にこの時期からみられるの

で，発声を喚記することと，伝遼意匿を持つような関わりを見つけていくことが必要だと考える.母麓に対して

よりもセラピストに対しての方が鑑かではあるが動持と発声を併用した意欝的訟連をしているので?セラピスト

の関わりが今後の関わちの参考になるので誌なし、かと考えるさ

セラピストは母親より動作と膏戸営語を併用した伝達が多く，そしてそhでの法違は相互作用の或立を多くし

ている.母親の場合でも併用した話連が相互持患の成立を多くしているので，今後の関わちとしても併用した伝

達でR児の伝達能力を高めていくことが必要であろう.

3事例を通して考察されることは，大人が子どもからの意閥的伝達を促すためにはまず，注意、を喚起するよう

とが必要である.その様相詑雷語獲得の初期段階の子どもに対してで、は，

して法違することが有効と考えられる.山本(1987)の研究観察でも 10カ月の乳鶏兇には視線をそらして奇声首

語のみで提示・要求をするよりも，視離をそらさずに音声音語と併用して捷恭・要求をした方が者勢であるという

結果が出ており，本研究と相違ない.

3.伝達機能

それぞれの相互作用の伝達を機能分けしさらに訟達機能のカテゴリーに分撤されたもおを環境的結果事象を

導く相互作用的行為{環境的相友作用的行為;物理的必要を溝たす反応 RO，RA，PR)と社会的結果事象を導く

相互作用的宥為(社会的相互作用的有為;地者を巻き込んで、自分自身に法窓を集中させる言語・非言語…RS，RP，

RI， AO， S， C， R)とに分類し， Wetherbyら(1984)や佐竹ら (1988，1989， 1990)が示す自閉症児の結果と比

較・検討した.
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Wetherbyらの自閉症党は高額賓の物の要求，行為の要求，及び抗議・詫杏と，低頼度の感嘆，表出，及び無熊

点発話を示した.そして，植者への友好表示，議し出し・護し，欝報釣，道具的機能の欠如を示した.また，佐

竹らの自閉症児は高頻度の滋行的機能及び道具的機能，能頻度の物の要求，行為の要求，説議・拒否，活動に梓

う発声，感嘆，及び無焦点的発話を示した.そして，社合的ル…チンの要求，博報の要求，住者への友好表示，

差し出し・渡し，及び表出的機能を示さなかった.

N党.S児は， Wetherbyらの鍵常児と同じく，もしくは多く相互作用的行為を用いた.そして，友好表法機

能の出現が建常児より多く出現している.このことは，伝達行為の希薄さから大人への依存が健常児より高いこ

とを窺わせる.

環境的相互作用的行為と社会的相互作用的行為との出現率を比較すると， Wetherbyらの自開症児は高い割合

の環境的相互作用的行為と抵い割合の社会的相互作用的行為を示した.そして，鰻営児は社会的詔互作用的行為

よりも環境的相互作用的行為の方がやや高い割合の出現を示した.しかし N見と S史はよく鋲たプロブィ

ノレで，社会的相互作用的行為が高い割合を，社余的相変作用的行為は低い割合を示し Wetherbyらの喜艶症克

とも健常克とも異なった結果となった.

また，喜需産克の京j阜の相互作用的行為はWetherbyらの自閉症児や佐竹らの自閉症児よりも少ない用い方で

あった.しかしそのプロフィール時鉱ており，社合的相互作用的行為よりも環境的相互作用的行為の出現の割

合が高かった.

本研究の結果と佐特らの結果から，言語獲得の拐態段階の岳閉症克にはWetherbyらの伝達行為の評価は有効

であることが示唆された.伝達行為を機能分けしたとき，要求機能と称するものの中立物を取ってほしいという

要求も，大人の気配引きたいとL、う要求もひとまとめにされてしまう額向があった.しかしそれでは自関誌児

の状態は把揮しきれないことが本研究からも考察される.そして，花熊(1990)

為の機能は謀舎令よりも寵叙述を示す傾向があると示したように，言語獲得の初期段階の健常児と言語発議選薄

克とも違ったプロブィ…/レを示すということが示唆~;れた.

一方，大人かちの有効な伝達機能は高嶺(1990)が示すように物の要求的機能，行為の要求的機能，抗議・拒

否的機能の出現率が高かったり，連続するときは，子どもからは意図的法違がポされにくく相互作用が成立しに

くい，すなわち，大人は環境的相互作躍的苛為を鼓十襲ζ控えることが相互作掃を成立させる要因となることが

考察される.

全体の考察

本研究では数義的な分析は数人の評定者の協力を得て一致率750/0で，以下4つの側面から考察を進めた.

G 子どもと大人の梧互作用を成立させるためには，お互いがやり取りを察知しやすい状態になることが必要

である.そのためにはまず，大人の援助が子どもには必要で，大人が子どもの行為から伝達意図を読み取り，そ

して，意味付けをすることによって詔草作患を成立させる手がかりを持って行くのである.そのような積み重ね

から子どもは伝達手段を獲得していき，相互{乍舟がより或立しやすい状態へとなっていく.

② 言語獲得の初期段階では，動作での意関の訟達は重要な役割をま祭っており，吾声言語より高次な表示をす

ることも珍しくない.また，大人もそのような時期の子どもに対しては音声のみで輯互作用をしようとするので

はなくヲ動作とも併用した伝達行為の方が有効で、ある.

ミむ 自開症児の信達機能は Wetherbyらの自閉症児と似たプロブィ…ノレを示し， Wetherbyらの法違機能の評

髄は審議で為ることが示唆された.しかし購神発達遅滞児は健常児とも自閉痕児とも異なったプロフィー/レを

示したので，構神発達遅薄克に対してはWetherbyらの伝達機能の評僻の有効性は，サンフ。ル数も少ないことも

あって薙憶誌できないa

4む さらに，大人の伝達機能を分析したところ，詔互作用を提すため広脊鶏なことは，環境的報草作用的行為
を最小限に控えることである.

以上の4つが示陵されたが，昔話を獲得するためには大人の援助は議喪主役欝を担っている.そめために法一

方的に路しかけるばかりでなく，子どもの意関するものを読み取れる七ンシティビティーを高め，より子どもが

相互作摘を察知しやすい状態へと持っていくことが必要である.
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